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Calcineurin による脳型 NBCe1 特異的な細胞膜発現調
節機構 
—脳型 NBCe1 の中枢神経系における機能解明に向けて— 
 




 脳 に 特 異 的 に 発 現 し て い る 脳 型 Sodium bicarbonate co-
transporter（ NBCe1-C）は、小脳のアストロサイト（バーグマングリ
ア）の細胞膜に発現してシナプス間隙の pH 恒常性の維持を担っている。




同定した。さらに、CaN 結合領域を決定し、その結合には CaN の脱リ
ン酸化活性は必要無かった。しかし、過剰発現系細胞での解析で、
NBCe1-C の細胞膜発現には CaN の脱リン酸化活性が必要であった。ま
た、CaN による NBCe1-C の細胞膜発現と同時に、細胞内 pH の上昇を観
察し、bicarbonate ion の細胞内輸送の上昇を伴っていることが推察
さ れ た 。 さ ら に 、 CaN の 脱 リ ン 酸 化 タ ン パ ク 質 と し て 結 合 分 子 の
NBCe1-C を想定した。細胞膜輸送のメカニズムとして NBCe1-C の糖鎖
修飾の関与を示唆した。最後に、NBCe1-C 安定発現細胞 HeLa 細胞を樹
立し、細胞内カルシウムイオン動員による NBCe1-C の細胞膜発現誘導
を観察し、この現象が CaN 阻害薬である FK506 でキャンセルされるこ
とを見出した。 
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